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哲
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研
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倉 洸
心
倉

辮學同好
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念
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Ｆ
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Ｐ
ｂ
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０
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Ⅲ
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燕
施
吐

哲
學
調
書

啓 辨
鐡
同
好

童
話
倉

束
光
曾●
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凸
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由
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○
洸
心
會
（
書
道
）
昭
和
九
生

洸
掃
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
外
、
大
正
五
年
頃
の
「
龍
嶺
怒
號
會
」
、
同
十
年
頃
の
ク
ラ
ス
同
入
舎
「
蘇
鳴
會
」
（
國
文
研
究
）
、
同
十
五
年
頃
の
「
山
上
Ｌ

（
短
歌
）
、
「
蘂
」
（
詩
）
・
「
一
一
一
四
郭
」
（
創
作
）
等
の
同
人
會
に
至
る
ま
で
を
列
學
す
れ
ば
、
可
な
り
の
数
に
上
る
で
あ
ら
う
。
又
ｙ

各
種
の
會
に
は
、
顕
間
若
く
は
賛
助
員
と
し
て
教
授
の
名
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
少
く
な
い
が
、
悉
く
省
略
し
た
。

九
來
校
の
名
士

畏
く
も
今
上
陛
下
の
行
幸
や
、
各
宮
殿
下
の
台
臨
に
就
い
て
は
、
或
は
一
章
を
設
け
耐
或
は
一
節
を
充
て
，
或
は
本
章
第
一
項

に
識
記
し
た
が
、
文
部
大
臣
や
大
隈
伯
（
後
の
侯
爵
）
を
始
め
と
し
て
幾
多
名
士
の
来
校
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
在
學
賞
時
の
人
狩

に
は
、
夫
々
の
記
憶
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
故
に
前
記
の
杉
浦
・
濱
尾
二
氏
等
を
除
き
、
主
と
し
て
學
校
の
記
録
や
龍
南
會
雑
誌
等
に

散
見
す
る
主
な
る
人
々
を
、
年
代
順
に
列
墨
す
る
こ
と
も
、
弧
ち
無
川
の
業
で
は
な
い
と
凪
ふ
。
而
し
て
各
種
の
式
日
に
臨
場
せ
る

人
々
を
記
す
こ
と
は
、
煩
に
堪
へ
な
い
の
で
之
を
略
す
る
こ
と
と
し
た
。
９
印
は
本
校
卒
業
生
）
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○
哲
學
研
究
會
昭
和
十
年

記
の
請
書
倉
と
同
様
で
あ
る
。

に
及
ん
で
ゐ
る
・
理
科
生
徒
を
中
心
と
す
る
一
」
と
は
一
一
一
一
戸
ふ
ま
で
も
な
い
。

○
吟
味
會
龍
南
會
創
立
以
前
に
測
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
誉
籠
祗
の
一
部
と
し
て
再
興
さ
れ
た
の
峰
昭
和
九
年
五
川
の

こ
と
で
あ
り
、
後
濁
立
し
て
、
〈
Ｔ
日
ま
で
毎
週
會
合
し
て
ゐ
る
。

○
洸
心
會
（
書
道
）
昭
和
九
年
十
一
月
二
十
日
の
夜
、
生
徒
集
會
所
に
於
て
發
會
式
を
暴
行
，
毎
週
一
回
、
智
書
の
裡
に
俗
腸
を

第
一
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○
束
光
會
大
正
十
一
一
年
四
月
二
十
日
設
立
許
可
、
同
志
六
七
名
の
結
合
を
以
て
成
り
、

演
會
を
開
い
た
。
爾
来
十
五
年
、
永
績
せ
る
戦
に
於
て
は
、
基
・
佛
二
會
に
亜
ぐ
も
Ｄ
Ｆ

、

１１
Ｉ
Ｉｌ

Ｉ

１

昭
和
十
年
二
月
二
十
一
一
一
日
發
會
、
｜
年
を
以
て
終
了
、
會
員
名
簿
中
．
理
科
生
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
ば
、
前

，
－
‐
１
－
１
１
：
，
‐
ｌ
ｉ

(響氏峰蘇富徳）約規舎光束

〕
后
志
六
七
名
の
結
合
を
以
て
成
り
、
同
年
五
月
七
日
、
發
會
式
を
兼
ね
て
議

そ
は
、
基
・
佛
二
會
に
亜
ぐ
も
の
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
立
田
山
荘
に
本
部
を

置
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
規
約
は
、
往
年
穗
冨
蘇
峰
氏
蹄
縣
の
際
、
揮
毫
を
乞
う

・
た
も
の
で
あ
る
。

○
章
話
會
昭
和
元
年
發
會
研
熊
本
螺
教
育
會
明
麗
舘
に
於
け
る
日
畷
オ
ト

ギ
會
の
外
、
春
秋
二
季
の
大
會
を
も
開
い
て
ゐ
た
が
、
近
年
》
て
の
消
息
を
耳
に

し
な
い
。

○
映
薑
同
好
會
昭
和
四
年
七
月
發
行
の
寵
南
第
二
百
十
號
に
依
れ
ば
、
起

原
未
詳
、
曾
て
一
年
足
ら
ず
の
間
存
在
せ
る
五
高
映
護
研
究
倉
を
併
合
し
た
も

の
で
會
員
の
最
も
多
い
の
は
、
時
代
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
ら
う
。

○
哲
學
請
書
會
昭
和
四
年
成
立
、
｜
年
に
し
て
絡
了
、
十
一
名
の
氏
名
が

録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

○
誉
龍
祗
（
坐
輝
）
昭
和
八
年
十
一
月
五
日
、
坪
井
見
性
寺
に
於
て
結
盟
式

を
暴
行
、
爾
来
同
寺
に
於
て
毎
週
坐
輝
、
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
坐
輝
を
根
抵

と
し
て
、
人
格
の
陶
冶
を
期
す
る
を
以
て
目
的
と
し
て
ゐ
る
。

○
科
學
同
好
會
昭
和
九
年
一
一
月
一
日
を
以
て
發
會
式
を
暴
行
、
爾
来
今
日

－
㎡
ｌ
く
い
１
．
１
：
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，
。
”
‐
ジ
●
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？
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Ｆ
０
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１
１
１
‐
１
鮖
炸
臘
臘
偽
Ｉ
Ｐ
Ｉ
蝋
鞍
胚
箇
許
駐
鐸
蝋
騨
》
汁
一
厘
口
量
藝
嘱
鴛
鳶
蝋
鶴
蕾
曇
鑿
逢
鴛
屡
譲
蓬
譲

●

来
校
の
名

士

き
、
協
同
一
致
の
必
要
を
述
べ
た
が
、
聡
衆
満
堂
、
立
錐
の
餘
地
な
し
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
。

◇
新
渡
戸
稻
造
博
士
明
治
一
一
一
十
四
年
四
月
一
一
十
日
・
渡
臺
の
途
次
来
校
、
演
説
部
主
催
を
以
て
、
午
後
一
時
よ
り
講
演
。

◇
片
岡
健
吉
・
尾
崎
行
雄
一
一
氏
片
岡
衆
議
院
議
長
及
び
尾
崎
政
友
會
総
務
委
員
は
、
明
治
一
一
一
十
四
年
四
月
一
一
十
一
日
來
校
。
午

前
十
一
時
一
一
十
分
よ
り
、
瑞
邦
館
に
於
て
演
説
。

◇
菊
地
文
部
大
臣
明
治
三
十
四
年
十
月
一
一
十
八
日
午
前
八
時
、
上
田
専
門
學
務
局
長
・
田
所
秘
書
官
帯
同
に
て
來
校
口
各
教
室

の
授
業
を
頑
察
し
、
諸
建
物
を
巡
検
の
後
、
正
午
寄
宿
舎
食
堂
に
臨
み
て
寮
生
の
食
事
を
硯
、
午
後
一
時
よ
り
、
雨
天
鵠
操
場
に

於
て
訓
話
、
午
後
二
時
半
離
校
、
一
同
校
門
に
て
見
逢
る
。

◇
郡
司
大
尉
占
守
島
の
開
拓
者
に
し
て
報
效
義
會
長
た
る
氏
は
、
明
治
一
一
一
十
五
年
二
月
一
一
十
四
日
来
校
、
一
場
の
演
説
を
試
み

た
。
而
し
て
職
員
生
徒
一
同
よ
り
は
、
金
百
圓
を
醸
出
し
て
贈
呈
し
た
。

◇
久
我
通
久
侯
大
日
本
佛
教
徒
同
盟
會
長
の
資
格
を
以
て
來
熊
中
の
侯
は
、
明
治
一
一
一
十
五
年
四
月
一
一
十
七
日
、
鰭
行
員
二
名
と

共
に
来
校
、
午
前
八
時
よ
り
、
演
説
部
主
催
の
下
に
、
瑞
邦
鯖
に
於
て
講
演
。

◇
八
淵
蟠
龍
氏
奇
警
の
快
藩
を
以
て
、
當
時
の
佛
教
界
に
令
名
噴
々
た
る
氏
は
、
明
治
一
一
一
十
五
年
五
月
一
一
一
十
日
来
校
、
演
説
部

主
催
の
下
に
講
演
。

○
ヒ
ュ
ー
ス
嬢
明
治
一
一
一
十
五
年
十
月
一
一
一
十
一
日
、
龍
南
會
の
名
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
學
師
範
郡
長
た
る
嬢

は
、
櫻
井
校
長
の
紹
介
に
て
講
演
。

◇
叙
森
宇
一
郎
博
士
明
治
三
十
七
年
一
一
月
七
日
来
校
、
午
後
七
時
よ
り
、
演
説
部
主
催
の
下
に
、
「
希
烈
來
語
歌
の
一
旬
」
と
題
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五

講
演
。

於
て
講
演
。

◇
西
村
茂
樹
氏
宮
中
顧
問
官
日
本
弘
道
會
長
た
る
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
五
月
十
一
日
午
前
来
校
、
各
教
室
を
巡
覧
、
午
後
。

本
校
・
尋
常
中
學
校
・
熊
本
師
範
學
校
生
徒
の
爲
に
、
縣
會
議
事
室
に
於
て
講
演
。

◇
志
賀
泰
山
氏
東
京
帝
國
大
學
農
科
大
學
教
授
た
る
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
五
月
一
一
十
九
日
来
校
、
學
校
長
の
懇
請
に
應
じ
て

◇
松
澤
敬
譲
氏
軍
艦
嚴
島
に
乗
込
み
て
、
黄
漉
の
戦
に
奮
闘
、
名
謬
の
負
傷
を
爲
し
、
日
奈
久
温
泉
に
療
養
中
の
海
軍
少
機
闘

士
た
る
氏
は
、
明
治
一
一
十
七
年
十
一
一
Ｈ
五
日
来
校
、
午
後
三
時
よ
り
、
瑞
邦
館
に
於
て
海
戦
談
。

◇
諾
納
前
校
長
明
治
二
十
九
年
五
回
某
日
来
校
、
瑞
邦
館
に
於
て
一
場
の
談
話
。

◇
細
川
護
久
侯
、
先
般
フ
ラ
ン
ス
刊
學
よ
り
歸
朝
の
侯
爵
は
、
明
治
一
一
十
九
年
三
月
一
一
十
七
日
来
校
，
各
級
の
授
業
参
観
。

へ
ゾ
ピ
シ
ッ
ョ
プ
夫
人
明
治
一
一
十
九
年
十
回
十
三
日
，
午
後
六
時
半
よ
り
、
瑞
邦
館
に
於
て
演
説
。

◇
小
崎
弘
道
氏
明
治
三
十
年
六
月
十
一
日
、
来
校
参
観
。

◇
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
明
治
三
十
一
年
五
周
一
一
十
日
、
ス
ヰ
フ
ト
・
井
深
梶
之
助
氏
と
共
に
演
説
。

◇
徳
冨
猪
一
郎
氏
明
治
三
十
一
一
一
年
四
月
一
一
十
』
ハ
日
、
午
後
七
時
よ
り
瑞
邦
館
に
開
會
の
演
説
部
例
會
に
臨
場
、
國
家
本
位
を
説

○
佐
野
子
爵
赤
十
字
杜
の
用
務
を
以
て
來
熊
中
の
佐
野
子
爵
は
、
明
治
二
十
六
年
五
月
十
九
日
来
校
、
教
場
習
學
寮
等
巡
覧
の

後
、
中
川
校
僅
の
請
に
鮭
じ
て
、
瑞
邦
館
裡
、
生
徒
一
同
に
對
し
て
講
話
。

○
勝
島
仙
之
助
氏
東
京
帝
國
大
學
豊
科
大
豊
教
授
た
る
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
五
月
五
日
來
校
、
龍
南
會
の
爲
に
、
瑞
邦
館
に
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１
１
，
１
－
１
．

局

誹
話
。

し
、
三
時
間
に
亙
る
講
演
。

◇
高
田
文
部
大
臣
大
正
五
年
五
月
五
日
ｐ
来
校
漉
察
の
後
、
午
後
三
時
よ
り
武
徳
殿
に
於
て
、
高
等
専
門
學
校
生
徒
に
對
し
て

◇
藤
澤
利
害
太
郎
博
士
明
治
四
十
一
一
年
三
月
某
日
、
學
事
覗
察
と
し
て
来
校
。

◇
北
條
時
敬
博
士
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
五
日
來
校
、
雨
天
艦
操
場
に
於
て
講
演
。

◇
小
松
原
文
部
大
臣
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
來
校
、
授
業
及
び
校
内
巡
幌
、
聲
食
（
職
員
陪
食
）
の
後
、
教
員
に
訓

話
、
午
後
一
時
よ
り
二
時
ま
で
生
徒
に
訓
話
、
更
に
兵
式
磯
操
・
剣
道
・
柔
道
等
観
覧
。

◇
平
井
海
軍
中
佐
明
治
四
十
一
一
一
年
五
月
二
十
七
日
来
校
、
午
前
八
時
半
よ
り
講
話
。

◇
細
川
護
成
侯
明
治
四
十
一
一
一
年
十
月
十
日
、
創
立
第
一
一
十
周
年
紀
念
式
に
来
臨
の
上
、
祀
詞
口
演
。

◇
片
岡
海
軍
大
尉
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
七
日
来
校
、
午
前
八
時
過
よ
り
講
話
。

◇
海
老
名
弾
正
氏
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
一
日
来
校
、
瑞
邦
館
に
於
て
講
演
。

◇
園
田
海
軍
少
佐
明
治
四
十
五
年
五
月
二
十
七
日
来
校
、
午
前
八
時
半
よ
り
講
話
。

◇
内
ヶ
崎
作
一
一
一
郎
氏
早
稻
田
大
學
教
授
た
る
氏
は
、
大
正
二
年
十
月
一
一
十
四
日
來
校
、
午
後
三
時
よ
り
瑞
邦
館
に
於
て
講
演
・

◇
大
隅
重
信
伯
（
後
の
侯
爵
）
大
正
二
年
十
一
月
十
九
日
午
後
五
時
來
校
ｂ
本
館
西
側
に
於
て
一
場
の
演
説
、
生
長
し
て
る
ろ
月

桂
樹
は
、
記
念
の
手
植
で
あ
る
。

に
講
演
。

鋪
一
章
楠

し
て
講
演
。

◇
井
上
哲
次
郎
博
士
大
正
一
一
一
年
十
月
十
八
日
來
校
、
「
人
生
と
修
養
」
と
題
し
て
講
演
。

◇
澤
柳
政
太
郎
博
士
大
正
一
一
一
年
十
月
一
一
十
九
日
来
校
、
濟
美
館
に
於
て
講
演
。

◇
海
老
名
弾
正
氏
大
正
四
年
一
月
一
一
十
八
日
来
校
、
午
後
一
一
一
時
よ
り
瑞
邦
館
に
於
て
講
演
。

◇
常
陸
山
關
明
治
一
一
一
十
八
年
四
月
十
一
一
一
日
、
小
錦
そ
の
他
を
率
ゐ
て
来
校
、
土
俵
開
に
於
け
る
生
徒
の
相
模
を
指
導
。
（
重
出
）

清
補
奎
吾
男
（
現
伯
爵
）
明
治
一
一
一
十
九
年
十
一
刑
七
日
来
校
、
雨
天
鵬
操
場
に
於
て
、
主
と
し
て
熊
本
高
等
工
業
學
校
生
徒
の
篤

１
１
Ⅲ
圷
側
瞬
肝
劇
し
ｑ
ｆ
４
狐
糊
が
〃
印
Ｉ
込
氾
小
皿
吋
叩
肌
刈
小
叱
、
恥
部
ｗ
Ⅲ
１
曲
肌
１
－
－

繁
一
補

迺
遁

州
１
１
０
Ⅲ
叩
腓
間
贋
し
、
Ⅲ
い
Ⅳ
い
い
ｕ
Ⅱ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ｌ
叩
Ⅸ
阯
帥
小
町
町
臥
付
し
ｒ
ｉ
ｒ
ｒ
血
』

樹・念記伯隈大

◇
大
藤
高
彦
博
士
京
都
帝
國
大
學
工
科
大
學
を

長
た
る
氏
は
、
大
正
四
年
一
一
一
月
十
七
日
、
學
事
観
察

と
し
て
来
校
、
二
部
甲
類
の
授
業
覗
察
。

◇
小
川
正
孝
博
士
東
北
帝
国
大
里
理
科
大
學
を

長
た
る
氏
峰
大
正
四
年
四
月
十
四
日
来
校
。

◇
黒
澤
文
部
参
事
官
大
正
四
年
四
月
一
一
十
八
日

来
校
。◇
建
部
遮
吾
博
士
大
正
四
年
十
一
月
十
二
日
来

校
、
九
州
日
日
新
聞
壮
主
催
、
本
校
演
説
部
後
援
の

下
県
雨
天
艘
操
場
に
於
て
、
「
國
艘
と
國
是
」
と
題

四
七
七

Ⅱ
一
▲
ロ
Ｆ
１
■
｜
け
■
ｒ
０
－
Ｉ
凸
１
日
■
０
Ⅱ
Ｓ
Ｉ
ｎ
ｂ
－
‐

四
七
六

’
７
１
４
Ｆ



◇
武
部
實
業
學
務
局
長
大
正
十
四
年
五
月
一
日
来
校
。

◇
藤
井
健
女
郎
博
士
大
正
十
五
年
十
一
月
十
一
日
来
校
講
演
。

◇
石
川
千
代
松
博
士
昭
和
一
一
年
六
月
一
一
十
一
一
一
日
来
校
。

◇
山
崎
文
部
次
官
・
安
藤
参
與
官
昭
和
一
一
年
七
月
一
一
千
日
来
校
覗
察
。

◇
粟
屋
専
門
學
務
局
長
昭
和
一
一
年
十
一
月
一
一
十
六
日
来
校
親
察
。

器
◇
小
橋
文
部
大
臣
昭
和
四
年
九
月
十
一
一
百
来
校
、
午
後
二
時
よ
り
、
教
員
圏
書
閲
覧
室
に
於
て
、
職
員
一
同
に
對
し
て
挨
拶
．

更
に
雨
天
篭
操
場
に
於
て
、
生
徒
に
對
し
て
訓
話
。

◇
玉
錦
關
昭
和
四
年
十
一
月
八
日
、
多
数
の
力
士
と
共
に
、
土
俵
開
に
来
校
。
（
前
川
）

◇
大
瀬
甚
太
郎
博
士
東
京
文
理
科
大
學
々
長
た
る
氏
は
、
昭
和
五
年
六
月
一
一
十
一
一
一
日
来
校
。

器
◇
木
村
實
業
畢
務
局
長
昭
和
五
年
九
月
一
一
十
六
日
来
校
。

◇
荒
木
第
六
師
團
長
昭
和
五
年
十
一
一
月
十
日
、
在
閲
官
中
島
少
將
と
共
に
来
校
、
艦
操
場
に
於
て
、
生
徒
一
同
に
對
し
て
訓
話
・

器
◇
大
卿
文
部
省
参
與
官
昭
和
六
年
四
月
四
日
来
校
。

器
◇
山
川
端
夫
氏
昭
和
六
年
五
月
十
八
日
、
石
井
子
と
共
に
来
校
、
午
前
九
時
よ
り
、
誹
堂
に
於
て
講
演
。

◇
建
川
美
直
少
將
参
謀
本
部
第
一
一
部
長
た
る
少
將
は
、
昭
和
六
年
六
回
一
日
来
校
、
午
前
十
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
。
國
防
に

◇
南
文
部
次
官
大
正
十
一
年
四
月
一
一
十
一
一
日
来
校
、
授
業
覗
察
。

◇
松
浦
専
門
學
務
局
長
大
正
十
一
年
十
一
月
十
九
日
來
校
、
日
曜
日
に
付
、
各
教
室
一
巡
の
上
退
去
。
一

◇
服
部
宇
之
吉
博
士
第
七
高
等
學
校
進
士
館
に
於
け
る
孔
子
祭
出
席
の
歸
途
、
大
正
十
一
一
年
四
月
十
九
日
來
校
、
午
後
三
時
よ

り
、
瑞
邦
鯖
に
於
て
、
溝
淵
校
長
紹
介
の
後
、
一
一
｜
時
間
に
亙
る
講
演
：
鑛
衆
六
百
、
入
場
出
来
ざ
る
者
も
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
る

閲
し
て
講
話
。

る
○

す
る
講
演
。 第
一
章
補

遺
四
七
八

◇
日
下
部
四
郎
大
博
士
東
北
帝
國
大
學
理
科
大
學
教
授
た
る
氏
は
、
大
正
七
年
三
月
一
一
十
七
日
來
校
、
授
業
参
観
・

◇
高
野
岩
一
一
一
郎
博
士
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
學
教
授
た
る
氏
は
、
大
正
八
年
五
月
十
六
日
來
校
、
午
後
一
時
よ
り
、
雨
天
霞
操

場
に
於
て
講
演
。

◇
鎌
田
文
部
大
臣
大
正
十
一
一
年
四
月
一
一
十
六
日
來
校
覗
察
。

◇
三
上
参
女
博
士
大
正
十
一
一
一
年
十
月
十
一
一
一
・
十
四
両
日
來
校
覗
察
の
後
や
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
雨
天
鵠
操
場
に
於
て
講
演
・

◇
細
川
護
立
侯
大
正
十
四
年
四
月
十
一
日
来
校
、
ト
ラ
ッ
ク
開
に
臨
場
。
（
重
出
）

◇
鮫
島
賞
三
郎
博
士
東
京
帝
國
犬
學
理
畢
部
教
授
た
る
氏
は
、
昭
和
七
年
六
月
十
一
一
一
日
来
校
、
午
後
三
時
よ
り
講
演
。

四
七
九

第
一
章
補

遺

◇
柴
田
家
門
氏
前
文
部
大
臣
た
る
氏
は
、
大
正
八
年
五
月
一
一
十
七
日
來
校
、
授
業
覗
察
。
．

◇
帥
田
乃
武
男
大
正
八
年
六
月
一
一
日
來
校
、
授
業
覗
察
。

◇
平
沼
麟
一
郎
博
士
早
稻
田
大
學
々
長
た
る
氏
は
、
大
正
八
年
七
月
一
一
十
三
日
來
校
。

◇
賀
川
豐
彦
氏
大
正
九
年
五
月
十
七
日
來
校
、
花
陵
會
主
催
の
下
に
、
瑞
邦
館
に
於
て
『
精
榊
生
活
に
於
け
る
新
發
見
」
と
題

饒
謹
懐
農
駿
豊
饒
蟇
謹
鐸
欝
鶯
鑿
饒
騨
藤
霞
箪
農
謹
蓬
譲
蕊

Ｉ

！



特
別
講
義

仏紳本文
の講臓叶
名
と
年
月

生
二
十
五
名
と
懇
談
。

◇
高
楠
順
次
郎
・
藤
村
作
雨
博
士
昭
和
十
二
年
十
月
一
一
十
一
・
一
一
十
一
一
雨
日
に
亙
り
て
授
業
覗
察
。

筒
、
昭
和
五
年
以
降
、
文
部
省
派
遣
の
特
別
講
義
（
小
山
氏
以
後
は
、
日
本
文
化
講
義
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
）
講
師
の
氏
名
と
年
月

来
校
、
午
前
四
時
よ
り
座
談
會
。

◇
鳩
山
一
郎
氏
前
文
部
大
臣
た
る
氏
は
、
昭
和
九
年
五
月
一
日
来
校
、
午
後
三
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
識
演
。

◇
服
部
字
之
助
・
吉
田
靜
致
雨
博
士
昭
和
九
年
十
一
月
一
一
十
九
・
三
十
日
両
日
に
亙
り
て
授
業
覗
察
。

◇
橋
本
賢
輔
博
士
九
州
帝
國
大
學
工
學
部
教
授
た
る
氏
は
、
昭
和
九
年
五
月
十
九
日
、
佐
藤
助
教
授
と
共
に
来
校
、
午
後
一
時

よ
り
、
瑞
邦
館
に
於
て
、
航
空
に
就
き
講
演
。

◇
黒
木
一
一
一
次
伯
昭
和
十
年
一
月
一
一
十
二
日
来
校
。

器
◇
黒
板
勝
美
博
士
昭
和
十
年
五
月
一
日
来
校
、
午
前
十
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
講
演
。

◇
吉
江
琢
兒
・
窪
田
忠
彦
雨
博
士
昭
和
十
一
年
一
一
月
十
九
・
二
十
両
日
に
亙
り
て
授
業
覗
察
。

器
◇
齋
藤
慾
一
氏
日
本
青
年
基
督
教
同
盟
主
事
た
る
氏
は
、
昭
和
十
一
年
五
月
十
五
日
来
校
講
演
。

”
一
”
◇
齋
藤
禮
三
氏
昭
和
十
一
年
十
〃
十
日
、
第
四
十
六
回
開
校
記
念
式
後
、
引
続
き
講
演
。

◇
阿
武
京
一
一
郎
氏
九
州
帝
國
犬
學
法
文
學
部
長
た
る
氏
は
、
昭
和
十
一
一
年
一
回
一
一
十
九
日
来
校
、
瑞
邦
館
に
於
て
、
文
科
三
年

感
銘
殊
に
深
き
も
の
が
あ
っ
た
。

と
を
列
畢
し
て
置
く
。

節
一
軍
補

迩
四
八
○

＊
ｃ
後
藤
農
林
大
臣
地
方
農
事
覗
察
の
爲
來
熊
中
の
氏
は
、
本
校
出
身
た
る
縁
故
を
以
て
、
十
時
校
長
の
懇
嘱
否
み
難
く
、
寸
暇

を
愉
み
て
昭
和
八
年
六
月
四
日
の
夜
来
校
、
午
後
八
時
よ
り
、
講
堂
に
於
て
講
演
、
日
曜
日
に
も
拘
ら
ず
、
生
徒
殆
ど
全
部
出
席
、

◇
新
渡
戸
稻
進
博
士

昭
和
五
年
六
月
十
六
日
（
午
前
十
時
よ
り
二
時
間
、
以
下
同
じ
）

◇
石
井
菊
次
郎
子
爵

昭
和
六
年
五
月
十
八
日

◇
川
合
貞
一
博
士

昭
和
六
年
十
月
二
十
日

◇
西
晉
一
郎
博
士

昭
和
七
年
六
月
四
日

“
一
“
◇
高
田
保
馬
博
士

昭
和
七
年
十
一
月
十
四
日

◇
紀
平
正
美
博
士

昭
和
八
年
五
月
二
十
四
日

◇
川
村
多
賢
二
博
士

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
二
日

◇
吉
田
熊
女
博
士

昭
和
九
年
六
月
十
三
日

◇
土
方
成
美
博
士

昭
和
十
年
一
月
十
一
日

》
一
”
◇
松
井
元
輿
博
士

昭
和
十
年
六
月
十
二
日

◇
永
井

潜
博
士

昭
和
十
年
十
月
十
一
日

◇
氷
井
松
三
氏

昭
和
十
一
年
十
月
一
日

第
一
章
補

遺
掴
八
一

○
大
隈
信
常
侯
昭
和
八
年
十
吋
十
八
日
来
校
。

◇
西
田
天
香
氏
大
正
十
年
秋
頃
．
雨
天
鵠
操
場
に
於
て
、
波
説
部
主
催
の
下
に
識
演
せ
る
氏
は
、
昭
和
九
年
一
例
一
一
一
十
日
再
び

１

Ｉ



’戦
線
査
閲

官
竝
に
査

閲
日

十
金
品
の
寄
附

五
十
年
間
に
於
け
る
金
品
の
寄
附
を
、
細
大
漏
ら
す
所
な
く
書
留
め
る
こ
と
は
、
到
底
出
来
な
い
の
で
、
既
記
の
創
立
費
・
栽
樹

會
・
花
瓶
（
創
立
三
十
年
竝
に
五
十
年
記
念
會
）
等
を
除
く
の
外
、
そ
の
主
な
る
も
の
を
列
墨
し
て
、
厚
意
を
表
し
た
い
と
恩
ふ
。

◇
野
村
彦
四
郎
氏
明
治
一
一
十
年
十
一
一
月
十
六
日
付
を
以
て
、
森
文
部
大
臣
宛
提
出
、
同
月
二
十
日
間
届
の
「
樹
木
寄
附
願
」
に

は
、
一
‐
今
般
新
築
可
相
成
第
五
高
等
中
學
校
敷
地
ハ
五
萬
坪
餘
有
之
其
周
園
ハ
勿
論
空
地
等
多
々
可
有
之
一
一
付
テ
ハ
時
氣
ヲ
撰
ミ
土

地
ハ
學
校
ノ
許
可
ヲ
経
テ
茶
楮
梅
等
ノ
有
盆
樹
木
ヲ
寄
附
植
付
ヶ
度
右
ハ
他
日
學
校
收
入
上
一
一
多
少
ノ
利
盆
モ
可
有
之
義
ト
存
侯
間

云
々
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
存
せ
る
數
株
の
梅
も
、
恐
ら
く
そ
れ
な
る
べ
く
、
茶
は
校
長
官
舎
の
裏
に
數
株
を
見
受
け
る
が
、
楮

は
年
と
共
に
そ
の
姿
を
消
し
て
行
っ
た
や
う
で
あ
る
。
又
、
同
月
九
日
付
、
文
部
省
総
務
局
よ
り
、
本
校
に
宛
て
た
通
牒
に
は
、
「
石

川
縣
士
族
從
六
位
野
村
彦
四
郎
儀
貴
校
生
徒
修
學
族
行
肘
及
戸
外
運
動
用
諸
費
一
一
充
ツ
ヘ
キ
目
的
ヲ
以
テ
來
明
治
一
一
十
一
年
ヨ
リ
當

第
一
章
補

遺
四
八
三

第
一
章
補

◇
藤
原
畷
平
博
士

◇
作
田
莊
一
博
士

＊
◇
明
石
眞
隆
博
士

◇
覚
克
彦
博
士

◇
本
多
光
太
郎
博
士

◇
小
山
松
吉
氏

◇
芳
澤
謙
吉
氏

（
其
後
の
分
は
宥
略
）

◇
平
野
博
少
將

◇
平
野
博
少
將

◇
浦
澄
江
少
將

◇
浦
澄
江
少
將

◇
三
浦
嘉
門
少
將

◇
三
浦
嘉
門
少
將

（
伊
藤
武
夫
大
佐
代
理
）

◇
篠
田
次
助

◇
峯
幸
松

◇
中
島
虎
吉

◇
中
島
虎
吉

◇
中
島
虎
吉

◇
長
谷
川
園
太
郎

野
外
教
練
在
閲
官
竝
に
森
閲
日
（
第
一
一
篇
第
一
一
章
第
六
節
参
看
）

少少少少少少

鐘將將將 將將 將

昭
和
十
一
年
十
一
月
十
六
日

昭
和
十
二
年
一
月
十
五
日

昭
和
十
二
年
二
月
十
五
日

昭
和
十
二
年
五
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